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(57)【要約】
　本発明は、統合型照明を保持する支持体を含む照明パ
ネルであって、該統合型照明が光源に連結された製織さ
れた光ファイバーを含む照明用織物であり、該光ファイ
バーが照明パネルの平面に実質的に垂直である隣接表面
を照らすのに適切な角度で光を放出することを特徴とす
る照明パネルを対象としている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明用織物を保持している支持構造体を含む照明パネルであり、該照明用織物が、複数
の光源に連結されている製織光ファイバーでありそれらの長手方向の軸線に沿って側方に
光を拡散することができる製織光ファイバーを含んでいる、照明用織物を保持している支
持構造体を含む照明パネルであって、
　・前記照明用織物の平面が被照明対象の隣接表面に対して実質的に垂直に配置され、
　・前記光ファイバーの少なくとも一部が光源に接続され、そしてそれらの長手方向の軸
線が被照明対象の隣接表面に対して実質的に垂直になるよう配置される、
ように、前記照明用織物が前記照明パネルに取り付けられており、
　光が、これらの光ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝播が被照明対象の平面の
方に向けられ及び／又は該平面の反対の方に向けられるようにこれらの光ファイバーの自
由末端に入射する、照明パネル。
【請求項２】
　前記光ファイバーが、該照明パネルの平面に対して２０°と４０°の間、好ましくは２
５°と３５°の間、そしてさらにより良好には２５°と３０°の間の角度で優先的に光を
拡散する、請求項１記載の照明パネル。
【請求項３】
　長手方向の軸線が被照明対象の隣接表面に対して実質的に垂直となるように配置されて
いる前記光ファイバーの少なくとも一部に接続され、そしてこれらの光ファイバーの長手
方向の軸線に沿った光の伝播が被照明平面の方へ向かうように該照明パネルに取り付けら
れた前記光源が、白色ＬＥＤ光源から選択されている、請求項１又は２記載の照明パネル
。
【請求項４】
　前記光ファイバーの少なくとも一部が、白色ＬＥＤ光源に連結されており、そして前記
照明用織物内において、前記光ファイバー内での白色光の伝播方向が被照明表面の方に向
かうように配置されている、請求項１～３のいずれか１つに記載の照明パネル。
【請求項５】
　長手方向の軸線が被照明対象の隣接表面に対して実質的に垂直となるように配置されて
いる前記光ファイバーの少なくとも一部に接続され、そしてこれらの光ファイバーの長手
方向の軸線に沿った光の伝播が被照明平面と反対の方へ向かうように該照明パネルに取り
付けられている前記光源が、青色ＬＥＤ光源から選択されている、請求項１～４のいずれ
か１つに記載の照明パネル。
【請求項６】
　前記光ファイバーの少なくとも一部が、青色ＬＥＤ光源に連結されており、そして前記
照明用織物内において、前記光ファイバー内での青色光の伝播方向が被照明対象の表面の
反対の方に向かうように配置されている、請求項１～５のいずれか１つに記載の照明パネ
ル。
【請求項７】
　異なる色を有するＬＥＤから選ばれた少なくとも２つのタイプの光源を含み、各タイプ
の光源が、長手方向の軸線が被照明対象の隣接表面に対して実質的に垂直となるように配
置された光ファイバーの自由末端に接続されている、請求項１～６のいずれか１つに記載
の照明パネル。
【請求項８】
　１つのタイプの光源が、光ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝播が被照明平面
の方に向かうようにこれらの光ファイバーの自由末端で光を入射し、そして別のタイプの
光源が、光ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝播が被照明平面の反対の方に向か
うようにこれらの光ファイバーの自由末端で光を入射する、請求項７記載の照明パネル。
【請求項９】
　前記支持構造体が熱伝導性材料から製作されたフレーム又はパネルを含み、そしてＬＥ
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Ｄ光源が前記フレーム又はパネル上に固定されている、請求項１～８のいずれか１つに記
載の照明パネル。
【請求項１０】
　少なくとも１つの音響吸収層を含む、請求項１～９のいずれか１つに記載の照明パネル
。
【請求項１１】
　前記照明用織物が音響的に透過性であり、そして前記照明用織物が音響吸収層をカバー
している、請求項１～１０のいずれか１つに記載の照明パネル。
【請求項１２】
　２つの音響吸収層の間で木製パネルを保持しているフレームを含み、そしてＬＥＤ光源
が前記音響吸収層の間で前記フレームに固定されている、請求項１～１１のいずれか１つ
に記載の照明パネル。
【請求項１３】
　ワークトップ又はデスク上に取り付けるのに適合した、又は複数の作業場を分割するた
めフロアに備え付けるのに適合したパーティションパネルとしての、請求項１～１３のい
ずれか１つに記載の照明パネルの使用。
【請求項１４】
　請求項１～１２のいずれか１つに記載の照明パネルと、該照明パネルの平面に隣接し且
つそれに実質的に垂直である表面を含むワークトップ又はデスクとを含む、オフィス備品
。
【請求項１５】
　被照明対象の表面が別々の作業空間に分割されたデスクである、請求項１４記載のオフ
ィス備品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明パネルの平面に実質的に垂直な隣接表面、例えばワークトップ又はデス
クなどを照らすための統合型照明を保持する支持構造体を含む照明パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　オープンスペースのオフィス又は職場では、パーティションパネルがしばしば使用され
る。これらのパーティションパネルは、幾分の視覚的プライバシーを提供し、また、デス
ク間又はワークトップ間の吸音材として機能することもできる。
【０００３】
　個々のデスク又はワークトップを照らすためには、通常、単独型ランプが設置され、又
はデスクパーティションの上部にランプの取り付け部品が装備される。
【０００４】
　単独型ランプの場合には、光は通常点状源であり、そしてワークトップパーティション
の上部に幅を広げたランプの場合でも、光はワークトップの全面に均一に広がらないこと
が一般的な問題である。
【０００５】
　別の問題は、単独型ランプはデスク又はワークトップの上でスペースを取ることである
。
【０００６】
　上記の問題を解決するために、国際公開第２０１３／０５０９０８号は、光導波材料を
含む統合型照明ユニットを備えた穿孔穴付きの金属シートを含むデスクパーティションパ
ネルを提供している。光導波路は、実施例ではＰＭＭＡのシートを含むが、ポリカーボネ
ート（ＰＣ）、シクロオレフィンコポリマー（ＣＯＣ）又は二層プリズムホイルなどの他
の光導波材料を使用してもよい。この統合型ユニットはまた、光導波材料のシートの１つ
以上の縁に光をカップリングさせるための一連のＬＥＤも含む。光導波材料のシートは、
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低強度光源のアレイを形成する光出力開口のアレイを含む。これらの開口は特定の形状を
有しており、その結果光をデスク領域にとどめることになる。
【０００７】
　しかしながら、光導波路を使用することの欠点は、より高い光強度が求められる場合に
は、より多くの低強度光源を用意し、それゆえより多くの開口をシートに設けなければな
らず、そのことで明らかに制限が課されることになる、ということである。
【０００８】
　さらに、光導波は単独型ランプと比較して、ワークトップ上により均一な光を提供する
とは言うものの、開口の位置に応じてより低い光強度のパターンとより高い光強度のパタ
ーンがなおも残り、そして更なる光均一性が目標とされる場合には、開口の数を増加させ
なければならない。
【０００９】
　別の欠点は、音響特性の点でこのような光導波路は余分の構造体であって、その後ろに
ある音響吸収層の音響吸収率を低下させる。理由は、光導波路が、光を反射して光導波路
に戻すか又は見る人に向け孔を通して反射するための、光導波路の後ろに配置された反射
体を含むからである。この反射体は、国際公開第２０１３／０５０９０８号に記載される
ようにミクロ穿孔されて、それに記載の光導波路の音響吸収性を従来の光導波路と対比し
て改善するとは言うものの、パネル中の音響吸収層の能力は減じられる。
【００１０】
　上記のことを考慮して、本発明の目的は、開口の数に関する制限に悩まされることなく
向上した均一性をもたらす、ワークトップ又はデスクを照明するための照明パネルを提供
することである。
【００１１】
　国際公開第２００４／０６８２０３号には、コーティング中に埋め込まれたたて糸及び
よこ糸光ファイバーを含む光ファイバーシートを含む背面投射タイプのスクリーンが開示
されている。埋め込まれた光ファイバーシートは、たて糸及びよこ糸光ファイバーの交点
で光ファイバーの突出上部を露出させるために、両面を研磨されている。その結果として
、光ファイバーを通過する光は研磨された部分から出ていくことができる。このデバイス
が背面投射タイプのスクリーンである限り、光線はディスプレイスクリーンの裏面のプロ
ジェクタから投射される。ディスプレイスクリーンの裏面に存在する光ファイバーの研磨
部分に入射したこれらの光線は光ファイバー内で伝播し、そしてディスプレイスクリーン
の前面の光ファイバーの研磨部分に到達することができる。それゆえ、光はディスプレイ
スクリーンの前面から出てゆくことができる。
【００１２】
　国際公開第２００４／０６８２０３号によると、８メートルの距離で測定されるスクリ
ーンの視野角は６０°と６３°の間である（該出願の表３参照）。視野角は、光ファイバ
ーシートの中央と明度が中央の明度の半分である位置との間の角度であると定義される。
【００１３】
　しかしながら、ワークトップ又はデスクのための照明パネルの場合には、パネルがすべ
ての方向に発光するとしても、強度の最大値が、照明される表面の方向においてパネルの
平面に対して特に２０°と４０°の間にピークがある特定の角度に対応することが有利で
ある。
【００１４】
　それゆえ、国際公開第２００４／０６８２０３号に開示されたディスプレイスクリーン
はワークトップ又はデスクを照明するのに適しない。実際、そのデバイスはスクリーンの
直近の表面を照明することができず、且つさらに、照明しようとする表面の方向において
パネルの平面に対して２０°と４０°の間の角度では、最大強度で照明することができな
い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１５】
　本発明の目的は、ワークトップ又はデスクを照明するのに特に適する照明パネルを提供
することである。
【００１６】
　本発明の目的はまた、デスクを照明し且つ同時にコンピュータスクリーンに対する優れ
たバックライトを提供する、ワークトップ又はデスクを照明するための照明パネルを提供
することである。
【００１７】
　本発明の別の目的は、向上した音響吸収特性を有するワークトップ又はデスクを照明す
るための照明パネルを提供することである。
【００１８】
　さらに、本発明の別の目的は、見る人に対してリラックス効果又はさらには癒し効果を
有することを目的としたワークトップ又はデスクを照明するための照明パネルを提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明は、複数の光源に連結されている製織光ファイバーを含む照明用織物を保持して
いる支持構造体を含む照明パネルであって、光ファイバーが照明パネルの平面に対して実
質的に垂直である隣接表面を照らすのに適した角度で光を拡散する照明パネルを対象とす
るものである。
【００２０】
　具体的に言えば、本発明は、複数の光源に連結されている製織光ファイバーでありそれ
らの長手方向の軸線に沿って側方に光を拡散することができる製織光ファイバーを含む照
明用織物を保持している支持構造体を含む照明パネルであって、
　・照明用織物の平面が被照明対象の隣接表面に対して実質的に垂直に配置され、
　・光ファイバーの少なくとも一部が光源に接続され、そしてそれらの長手方向の軸線が
被照明対象の隣接表面に対して実質的に垂直になるよう配置される、
ように、前記照明用織物が照明パネルに取り付けられており、
　光が、これらの光ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝播が被照明対象の平面の
方に向けられ及び／又は該平面の反対側に向けられるようにこれらの光ファイバーの自由
末端に入射する、照明パネルに関する。
【００２１】
　照明パネルは、２つの主要面を含む。照明用織物は、照明パネルの少なくとも１つの面
の一部を形成する。
【００２２】
　光源は、好ましくは発光ダイオード（ＬＥＤ）光源である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明による第一の実施形態を説明する図である。
【図２】本発明による第二の実施形態を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明による第一の実施形態では、複数の光源に連結されている製織光ファイバーを含
む照明用織物を保持している支持構造体を含む照明パネルであって、光ファイバーが照明
パネルの平面に対して実質的に垂直である隣接表面を照らすのに適した角度で光を拡散す
る照明パネルが提供される。
【００２５】
　本発明によると、照明用布帛としても知られている「照明用織物」は、光ファイバーを
含み指向分配された糸及び最終的に結合する糸の製織により得られるシートである。製織
は、たて糸方向に配置された糸（以下、たて糸と呼ぶ）とたて糸に垂直によこ糸方向に配
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置された糸（以下、よこ糸と呼ぶ）とを同一平面内で織り交ぜてなされる。製織されたた
て糸及び／又はよこ糸の光ファイバーを含むこのような照明用織物は、例えば米国特許出
願公開第２００９／２９１６０６号明細書及び米国特許出願公開第２００６／１４４４６
０号明細書に記載されており、これらは参照によりここに組み入れられる。
【００２６】
　ひとたび光源に接続されると、光ファイバーはその表面に沿った侵襲的改変部の存在の
ために側方に光を放出することができる。それゆえ、光ファイバーはその長手方向の軸線
に沿って側方に光を拡散する。
【００２７】
　結合用の糸は、照明用織物の全体の良好な結合を確保し、そしてその特質に応じて、そ
の寸法及び／又は機械特性に特定の特性を付与することを可能にする。
【００２８】
　光ファイバーは、照明用織物の縁に対応して照明用織物により規定される表面の外側に
延在する。外側に延在している光ファイバーの部分は、個別光ファイバー、光ファイバー
の末端、又は光ファイバーの自由末端と呼ばれる。
【００２９】
　本発明によると、「光源に連結された又は接続された光ファイバー」という構成は、光
ファイバーの自由末端が光源に接続されていることを意味する。
【００３０】
　照明用織物は、
　・照明用織物の平面が被照明対象の隣接表面に対して実質的に垂直に配置され、
　・自由末端を含む光ファイバーの少なくとも一部が光源に接続され、そしてその長手方
向の軸線が被照明対象の隣接表面に対して実質的に垂直となるように配置される、
ように、照明パネルに取り付けられる。
【００３１】
　光ファイバーは、その長手方向の軸線に沿ってその構造の内部で光を伝播するだけでな
く、光を側方に放出することも可能にする。結果的に、光ファイバーは照明用織物内部に
おいて分配様式で光を導波し、そして照明用織物の主要表面を拡散様式で照明することを
可能にする。光ファイバーの自由末端で入射した光の一部はずっとファイバーに沿って伝
播され、そして一部は侵襲的改変部により側方に散乱される。
【００３２】
　本発明との関連で言えば、照明用織物は側方に、好ましくはある角度で、光を拡散する
ことができ、この角度は照明パネルの平面に実質的に垂直な、例えばワークトップ又はデ
スクなどの、隣接表面を照らすのに適している。
【００３３】
　出願人は、光ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝播方向が被照明平面の方に向
かうように光が入射するならば、すなわち光が照明パネルに取り付けられた照明用織物の
上端側に入るならば、光はワークトップ又はデスクなどの水平表面を照らすために特に適
合した角度で侵襲的改変部により拡散されることを見いだした。実際のところ、照明用織
物はすべての方向に光を放出するが、強度が最大なのは特定の角度に対応する。光は、取
り出しプロファイルを有する光ファイバーから取り出され、該プロファイルは照明パネル
の平面（及び照明用織物の平面）に対応する光伝播方向に対して２０°と４０°の間、好
ましくは２５°と３５°の間にピークを示す。照明パネルの平面に対して約３０°の角度
は、ワークトップ又はデスクなどの直近の水平表面を照らすのに適することが知られてお
り、そのためその前に腰掛けて作業する人はワークトップ又はデスク上の自身の影に悩ま
されない。
【００３４】
　光ファイバーは、照明パネルの平面に対して１５°と４５°の間又は２０°と４０°の
間、好ましくは２５°と３５°の間、さらにより良好には２５°と３０°の間の角度で光
を拡散するのが好ましい。それは、照明用織物の平面又は照明パネルの平面に対応する光
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伝播方向に対して２０°と４０°の間、好ましくは２５°と３５°の間、さらにより良好
には２５°と３０°の間の角度にピークを示す取り出しプロファイルを有する光ファイバ
ーから光が取り出されることを意味する。
【００３５】
　照明用織物は、照明パネルの平面に対して１５°と４５°の間又は２０°と４０°の間
、好ましくは２５°と３５°の間、さらに良好には２５°と３０°の間の角度で優先的に
光を放出することができる。
【００３６】
　この実施形態によると、長手方向の軸線が被照明対象の隣接表面に対して実質的に垂直
となるように配置されている光ファイバーの少なくとも一部に接続される光源は、これら
の光ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝播が被照明平面の方に向かうように照明
パネルに取り付けられる。光源は白色ＬＥＤ光源から選ばれる。
【００３７】
　このようにして、被照明平面の表面、例えばデスク又はワークトップなどは、照明パネ
ルの平面に対して好ましくは約３０°の角度で、白色光により有利に照らされる。
【００３８】
　出願人はまた、光ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝播方向が被照明平面の反
対側に向かうように光が入射するならば、すなわち光が照明パネルに取り付けられた照明
用織物の下端側に入るならば、光はワークトップ又はデスクなどの水平表面で作業してい
る人の顔を照らすのに特に適切な角度で侵襲的改変部により拡散されることを見いだした
。
【００３９】
　この実施形態によると、長手方向の軸線が被照明対象の隣接表面に対して実質的に垂直
となるように配置された光ファイバーの少なくとも一部に接続された光源が、これらの光
ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝播が被照明平面の反対側に向かうように照明
パネルに取り付けられる。光源は青色ＬＥＤ光源から選ばれる。
【００４０】
　このようにして、照明パネルに向かって腰掛けている人の顔は、リラックス効果又はさ
らには癒し効果を有することが知られている青色光により有利に照らされる。
【００４１】
　それゆえ、出願人は、光ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝播方向が被照明平
面の方を向き及び／又はその平面の反対側に向くように行われる光の入射が有利な効果を
もたらすことを見いだした。
【００４２】
　一実施形態によると、照明パネルは異なる色を有するＬＥＤから選ばれる少なくとも２
つのタイプの光源を含み、各タイプの光源は光ファイバーの長手方向の軸線が被照明対象
の隣接表面に対して実質的に垂直となるように配置された光ファイバーの自由末端に接続
される。１つのタイプの光源は、これらの光ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝
播が被照明平面の方に向かうように光ファイバーの自由末端で光を入射し、そして別のタ
イプの光源は、これらの光ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝播が被照明平面の
反対側に向かうように光ファイバーの自由末端で光を入射する。
【００４３】
　ＬＥＤから放出される光は特定の波長を有し、このため特定の色を有する。主波長を決
定し、そしてこのため出射光の色を決定するのは、ＬＥＤ半導体材料である。本発明によ
ると、異なる色を有するＬＥＤとは、ＬＥＤが特定の波長スペクトル分布に対応する異な
る光を放出することができることを意味する。
【００４４】
　光ファイバーは、光を伝達しそして改変部で側方に光を放出するために光源に接続する
ことができる自由末端を含む。光ファイバーの自由末端は、同一の光源の反対側の様々な
自由末端を、好ましくは照明用織物の端部で、一体化するように、編むか又は集合させて
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束状にすることができる。
【００４５】
　照明用織物は、好ましくは照明用織物の縁で、光ファイバーの少なくとも１つの自由末
端に向かい合って配置された１つ以上の点光源を含む。あるいは、照明用織物は、光ファ
イバーの複数の自由末端に向かい合って配置された、幅を広げた光源を含んでもよい。こ
の又はこれらの光源は、光ファイバーに接続される。任意選択的に切断され又は編まれて
いる、光ファイバー、好ましくは光ファイバーの自由末端が、光源に接続される。
【００４６】
　光ファイバーの自由末端を照らすことを意図する光源は様々な種類のものでよく、具体
的に言えば、発光ダイオードの形態、又は例えば白熱電球、蛍光管又はネオン等のガスを
取り入れた放電管などの幅を広げた光源の形態であることができる。光源は発光ダイオー
ドであるのが有利である。
【００４７】
　有利には、前記末端に光を集中させそして光透過の損失を制限するために、光源と光フ
ァイバーの末端との間に光学レンズが挿入される。本発明による実施形態において使用さ
れる光源は、光ファイバーに（場合によりレンズを介して）連結するのに適する任意の光
源であってよいが、好ましくはＬＥＤ光源である。光ファイバーの少なくとも一部をＬＥ
Ｄに連結させてもよい。
【００４８】
　本発明による照明パネルに使用されるＬＥＤ光源は、達成しようとする効果に応じて、
入手可能なすべての適切なタイプでよく、例えば白色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ又はＲＧＢ(赤
－緑－青)ＬＥＤでよい。白色ＬＥＤ光源を用いる照明用織物を、被照明表面を照らすた
めに明らかに使用することができる一方で、青色ＬＥＤ光源を用いる照明用織物を、環境
に青色光を広げるために、又はさらには、リラックス効果及び／又は癒し効果を提供する
ため照明パネルの前で腰掛け又は作業している人の目に青色光を広げるために使用するこ
ともできる。それらの組み合わせも可能である。
【００４９】
　ＬＥＤ光源には、光を光ファイバーにカップリングさせるための専用レンズを付随させ
てもよく、通常はかかるレンズが付随している。
【００５０】
　光ファイバーは、ノッチ又は小さいスリットに相当する侵襲的改変部を含み、そしてそ
れらが、ファイバー内部の光線の反射角度及びファイバー外側の光の側方透過率を変更す
るので、ファイバーにおける光の取り出しを可能にする。様々な処理を用いることにより
、光を光ファイバーから側方にデカップリングさせることができる。側方発光を可能にす
るのは、サンドブラスティング又はレーザーアブレーションなどの機械的又は化学的な損
傷により、すなわち光ファイバーの側面に溝を切り込むことにより、コア－クラッディン
グ境界層を意図的に乱すことである。
【００５１】
　光ファイバーのクラッディングが長手方向の軸線に沿って十分に損傷されるように光フ
ァイバーを処理して組み合わせることが、そのように処理されてＬＥＤなどの光源に接続
された光ファイバーに長手方向の軸線に対して側方に光を放出させる。
【００５２】
　照明用織物中の製織された光ファイバーの表面は、その少なくとも特定の部分において
、ファイバーの長手方向の軸線に対して側方に光を拡散するように処理される。ファイバ
ーの表面処理は、それらを製織後に行うことができる。好ましくは、光ファイバーの発光
部分、すなわち光の側方拡散を可能とするようにクラッディングを処理した部分は、照明
用織物の外側面上にある。
【００５３】
　入射時の光ファイバーにおける光の伝播方向は、最初に、波を構成する光ファイバーの
コアの方向に従う。欠陥が光ファイバーに沿って発生すると、光の漏れが誘発される。光
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ファイバーに沿った多量の小漏洩の再分配は、最大で９０％までの高い側方拡散率を生じ
させ、そしてファイバーの長手方向の軸線に対して２０°と４０°の間、好ましくは２５
°と３５°の間、そしてさらにより良好には２５°と３０°の間にピークを有する拡散プ
ロファイルを優先的に示す。
【００５４】
　本発明による照明パネルは、デスク上の単独型ランプを代替するため、又は上記のとお
りの光導波路に連結されたＬＥＤのアセンブリを代替するために使用することができ、こ
れがデスク上の空間を節約する助けとなる。
【００５５】
　本発明の別の利点は、本発明による照明パネルは照明用織物の全表面を使用し、そして
光導波の場合のように開口の数に関する制限に悩まされないことである。
【００５６】
　さらに、照明用織物を使用することで、被照明表面上に入射する光の均一性を向上させ
ることができる。
【００５７】
　別の利点は、本発明による照明パネルはデスクを照明しそして同時にコンピュータスク
リーンに対する優れたバックライトを提供することができることである。
【００５８】
　光ファイバーに連結された光源の発光の位置及び方向がどうであれ、照明用織物への入
射時に、目標の表面を照らすための正しい位置に光ファイバーを配置するようにして光フ
ァイバーを曲げることができる。本発明による実施形態において、光ファイバーは、ＬＥ
Ｄ光源と入射する照明用織物との間で少なくとも９０°を超え、又は少なくとも１２０°
を超えて、好ましくは少なくとも１５０°を超え、より好ましくは約１８０°を超えて曲
げられる。
【００５９】
　先に説明したとおり、色の異なるＬＥＤなどの異なるタイプの光源を使用する場合には
、それらが光ファイバー中に光をカップリングする際に互いに干渉しないようにするため
互いに対して反対方向に光を放出するように、それらを照明パネルに取り付けることがで
きる（実施例参照）。
【００６０】
　本発明によると、光ファイバーの少なくとも一部は、照明用織物内で、光ファイバーの
長手方向の軸線が被照明表面に対して実質的に垂直となるように配置され、すなわち被照
明表面が水平であるならば、光ファイバーはその長手方向の軸線に対して垂直に配置され
る。照明パネルが、例えば、光ファイバーがその長手方向の軸線に対して水平に配置され
るように水平に取り付けられる場合には、垂直に配置された表面を照らすことができるこ
とが理解される。
【００６１】
　被照明表面がワークトップ又はデスクである、本発明による特定の実施形態では、照明
用織物内において、光ファイバー内での光の伝播方向がワークトップ又はデスクの方に向
けられるように光ファイバーの少なくとも一部が配置されている照明パネルが提供される
。好ましくは、光ファイバーの少なくとも一部が、白色ＬＥＤ光源に連結され、そして照
明用織物内で光ファイバー内の白色光の伝播方向が被照明表面の方に向けられるように配
置される。
【００６２】
　デスクを照らす場合には、照明用織物内での光の伝播方向は、光ファイバーから側方に
出ていく光がワークトップ又はデスクに対して入射するようにデスクに向かって上方から
下方への向きとなる。
【００６３】
　本発明による実施形態では、光ファイバーの少なくとも一部を青色ＬＥＤ光源に連結し
、そして照明用織物内において、光ファイバー内での青色光の伝播方向が被照明表面の方
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でなく、パネルの前で腰掛け又は作業している人の方に向かうように配置された照明パネ
ルを提供することができる。例えば、ワークトップ又はデスクの場合に、光ファイバーは
その長手方向の軸線に対して垂直に配置され、そして照明用織物内において光の伝播方向
が光ファイバーから側方に出ていく青色光が人の目の方に向かうように下方から上方への
向きとなる。このような実施形態は、例えば、ワークトップ又はデスクで作業している人
にリラックスした環境を提供するのに有利である。
【００６４】
　本発明による特定の実施形態では、光ファイバーの一部を白色ＬＥＤ光源に連結し、ま
た光ファイバーの一部を青色ＬＥＤ光源に連結して、そして光ファイバーを、照明用織物
内で青色光の伝播方向が白色光と反対方向となり、且つ被照明表面に対して反対方向にな
るように配置する。この実施形態は、ワークトップ又はデスクを白色光で照らすために使
用することができる一方で、その前で作業している人に向けられた青色光がリラックス効
果及び／又は癒し効果を提供するので、特に有利である。
【００６５】
　それゆえ、光ファイバーの少なくとも一部を、青色ＬＥＤ光源に連結し、そして照明用
織物内において光ファイバー内の青色光の伝播方向が被照明表面と反対の方を向かうよう
に配置することができる。
【００６６】
　照明用織物を保持する支持構造体は、照明パネルを構成する照明用織物及びパネルを保
持するのに十分に剛性である任意の材料から製作することができる。しかしながら、ＬＥ
Ｄ光源を冷却する必要があるという事実を考慮すると、支持体がＬＥＤ光源を冷却するた
めに熱伝導性材料（例えばアルミニウム）から少なくとも一部分が製作されたフレーム又
はパネルを含む場合には、ＬＥＤ光源をフレーム又はパネルの熱伝導性部品に固定するこ
とが有利である。それゆえ、支持構造体は、熱伝導性材料から製作されたフレーム又はパ
ネルを含むことができ、そしてＬＥＤ光源が前記フレーム又はパネルに固定される。
【００６７】
　本発明による実施形態では、照明パネルは音響吸収層を少なくとも１つ含む。照明用織
物は音響的に透過性である。照明用織物は、このような音響吸収層をカバーすることがで
きる。
【００６８】
　音響吸収層は音の吸収層に相当する。照明用織物は、音が照明用織物を少なくとも部分
的に通過することを意味する「音響的に透過性」である。音は発光性織物によっては反射
されない一方で、金属プレートを含む多くの材料の場合には反射される。照明用織物を通
過後に、音は照明用織物によりカバーされた音吸収層により吸収される。この実施形態の
照明パネルは、照明機能を有するだけでなく、音響パネルとしての役割も果たし、このこ
とは異なる仕事場が好ましくは個別に照らされそして向上した音響分離性を享受するオー
プンスペースオフィスにおいて非常に重要であろう。
【００６９】
　特定の実施形態では、２つの音響吸収層の間で木製パネルを保持しているフレームを含
み、ＬＥＤ光源が音響吸収層の間でフレームに固定されている照明パネルが提供される。
【００７０】
　音響吸収層は、音を吸収するのに適している任意の材料から製作することができ、特に
テクニカルフォームから製作することができる。
【００７１】
　本発明による照明パネルは、ワークトップ又はデスク上に取り付けるのに、又は複数の
作業場を分割するためフロア上に備え付けるのに、適合させることができる。これらのパ
ネルが、照明パネルの平面に対して実質的に垂直である任意の隣接表面を照らす壁、床又
は天井構成要素として使用することもできることは明らかである。
【００７２】
　ワークトップ又はデスクを照明するための照明パネルであって、デスクを照明しそして
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同時にコンピュータスクリーンに対して優れたバックライトを提供する照明パネルを提供
することも本発明の目的である。
【００７３】
　本発明の別の目的は、改良された音響吸収特性を有する、ワークトップ又はデスクを照
明するための照明パネルを提供することである。
【００７４】
　さらに、本発明の別の目的は、見る人に対するリラックス効果又はさらには癒し効果を
有することを目的としてワークトップ又はデスクを照明するための照明パネルを提供する
ことである。
【００７５】
　本発明はまた、本発明による照明パネルを含むデスクパーティションであって、被照明
対象の表面がデスクにより画定されて別々のデスク領域を画定するデスクパーティション
にも関する。
【００７６】
　本発明はまた、ワークトップ又はデスク上に取り付けるのに適合した又は複数の作業場
を分割するためフロア上に備え付けるのに適合したデスクパーティションとして、照明パ
ネルを使用することにも関する。このパネルは、該照明パネルの平面に対して隣接しそし
て実質的に垂直である表面を含むデスクを照らすのを目的とするものである。
【００７７】
　本発明はまた、照明パネルと、該照明パネルの平面に対して隣接しそして実質的に垂直
である表面を含むワークトップ又はデスクとを含むオフィス備品にも関する。被照明対象
の表面は、別々の作業空間に分割されたデスク又はワークトップである。
【実施例】
【００７８】
　図１は、デスクを照明するための「シングル入射」照明パネル、すなわち光ファイバー
に光を入射するために１つのタイプのＬＥＤ光源を使用する照明パネルの例を示している
。
【００７９】
　ガラスファイバーを用いて製織された光ファイバーを含む照明用織物１が、アルミニウ
ムフレームなどの支持構造体２により保持されている。照明用織物は、被照明対象の隣接
表面６に対して実質的に垂直に配置されている。照明用織物１は、音響吸収層７をカバー
している。
【００８０】
　光ファイバーの少なくとも一部が光源に接続され、そしてその長手方向の軸線が被照明
対象の隣接表面６に対して実質的に垂直となるように配置されている。これらの光ファイ
バーの長手方向の軸線の向きは垂直である。
【００８１】
　光は、これらの光ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝播が被照明平面６の方へ
向かうように、これらの光ファイバーの自由末端に入射する。光の伝播方向はデスク６の
方に上から下へ向かう方向（１’）である。
【００８２】
　照明用織物の個々の光ファイバー又は光ファイバーの自由末端は、複数の束４に集めら
れ、各束は、専用レンズが付随している光源３に、好ましくは白色ＬＥＤ光源に連結され
ている。
【００８３】
　光源３、好ましくは白色ＬＥＤ光源は、ＬＥＤ光源を冷却するためフレームのアルミニ
ウムクロス部材２’に接触して、音響吸収層７の間に取り付けられている。光ファイバー
が、光源、好ましくは白色ＬＥＤに接続される。
【００８４】
　光ファイバーは、ＬＥＤ光源と照明用織物との間で実質的に１８０°を超えて曲げられ
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【００８５】
　さらに、図２は、デスクを照明するための「ダブル入射」照明パネル、すなわち光ファ
イバーに逆方向に光を入射させるため２つのタイプのＬＥＤ光源（３，５）を使用する照
明パネルの例を示している。
【００８６】
　光は、これらの光ファイバーの長手方向の軸線に沿った光の伝播が被照明平面６の方に
向けられ且つその反対の方へ向けられるように、これらの光ファイバーの自由末端に入射
する。
【００８７】
　光ファイバーは、２つのタイプの光源３に、好ましくは白色ＬＥＤ光源及び青色ＬＥＤ
光源に、接続される。
【００８８】
　１つのタイプの光源３、好ましくは白色ＬＥＤ光源３は、フレームの第一のアルミニウ
ムクロス部材（２’）に取り付けられる。別のタイプの光源５、好ましくは青色ＬＥＤ光
源は、第一のクロス部材の下方の第二のクロス部材（２”）に取り付けられる。
【００８９】
　照明用織物内において、１つのタイプの光源により放出された光、好ましくは白色光の
伝播方向は、デスクに向かって上方から下方への向き（１’)であり、そして別のタイプ
の光源により放出された光、好ましくは青色光の伝播方向は、天井に向かって下方から上
方への向き(１”)である。
【００９０】
　青色光は、所定の強度、通常は約１８０ルクスの、較正された周波数で、使用者の目に
真っ直ぐ供給することができる。青色ＬＥＤ光源を有することの目的は「ウインター／ラ
イトブレイクダウン」効果を低下させることにより健康状態を作り出すことである。白色
光は、デスクを照明するために、そしてデスク（６）へ入射する取り出し角度が３０°で
あることから、上方から下方へ向かって搬送される（実線矢印）一方で、青色光は、約３
０°の反対向きの取り出し角度であることから、デスクで作業している人の目の方へ下方
から上方へ向かって搬送される（破線矢印）。
【００９１】
　上記の例において、光ファイバーは、ＬＥＤ光源と入射する照明用織物との間で実質的
に１８０°を超えて曲げられている。照明用織物の平面が連続する状態で光が入射するこ
とも可能である。光ファイバーの軸線に沿った光の方向性と光の取り出し角度は正確に同
一であろう。
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